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ような語り口は…」
（p.43）などが好例である（傍点は評者）。事実を得るた
めに「語り」を採用するのではなく，その背後にある状
況を浮かび上がらせるような，すなわち「何を，どのよ
うに語ったのか」という多面的な聞き取りが注目される。
その一方で，著者が設定した三つの空間の内実は，いま
少し複雑なものではなかろうか。例えば，学校というフ
ォーマルな空間であっても，女子吹奏楽部員は自身のパ
ーソナル・ミュージックを語らず（pp.87-89），別の機
会に教室で，それを告白している（p.94）。その時々の
状況や人間関係によって音楽実践も変化し，空間性も所
与のものではなく，行為遂行的に変化し，また行為主体
もその影響を再帰的に受けるということなのではないだ
ろうか。いずれにせよ，音楽実践，若者，空間，エスノ
グラフィといった魅力的なタームが随所に散りばめられ
ており，著者が述べるように，現代の若者，音楽などに
関心がある，音楽学，社会学，文化研究，地理学などの
人文社会科学を学ぶものに薦められる書籍である。
注
1 ．三つの様態とは「身体化された様態」，「客体化された様態」，
「制度化された様態」である。特にブルデューにとって，文化
資本はハビトゥスに代表されるように，その根底で身体と結び
ついている。スロスビー（2002）によれば，「文化資本」とは
個人を重視する点で経済学における人的資本の概念と共通項を
持つという。一方，フェザーストン（2003）によれば，都市の
文化資本として，歴史・文化資源などの建造物が「客体化され
た様態」になるという。
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